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がこの地域で好きだと思うところは、地域の

人が優しく接してくれるところです。登下校中

にあいさつをすると必ず返してくれるだけでなく、

「風邪に気を付けて」などと、私たちを気遣ってく

れます。あいさつだけでなく、本荘東中学校の伝統

である田んぼアートの田んぼを貸してもらったり、

社会科見学で酒蔵や工場を見せてもらったり、文化

祭で地元の食材を使ったレシピを教えてもらったり

など、いつも私たちを支えてくれています。

　私は、これから上京するかもしれません。しかし、

たとえどこに行こうと、地域の優しさを忘れないつ

もりです。

くが住んでいる岩城亀田の、歴史にゆかりが

あるところが好きです。ぼくは小さいころか

ら歴史が大好きで、龍門寺や真田家ゆかりの妙慶

寺へ、毎日祖父母と散歩に行くのが楽しみでした。

亀田には神社やお寺がたくさんあり、亀田城や天鷺

城などお城もあります。亀田の町を歩くと歴史を感

じることができます。

　今年は六郷氏・岩城氏・打越氏由利本荘市入部

四百年を迎えます。岩城氏にゆかりのある亀田では、

四年ぶりに旧藩祭が開催されるそうです。ぼくは旧

藩祭が好きで、保育園の時から毎年参加していたた

め、久しぶりに開催されることにとてもわくわくし

ています。今年は踊りではなく篠笛に挑戦したいで

す。みなさんぜひ遊びに来てください。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３０

私 ぼ

ぼくが好きな亀田の町伝えていく優しさの輪

岩城小学校 ６年

さん須藤 晃佑

本荘東中学校 ３年

（町内名　天鷺団地）（町内名　薬師堂）

さ たく まとう す とう こう すけ

さん佐藤 卓磨
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配
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令和4年度当初予算より3億5千万円（0.7％）増加
【特別会計当初予算 １０２億８８００万円　　　企業特別会計 １４６億１４００万円】

令和5年度 一般会計予算総額

3
月
定
例
会

未来のさらなる飛躍を実現する「６つの重点施策」

⒈ 地元産業振興による経済活性化と若者定着担い手育成

19億9100万円

産業団地等整備可能性調査　１３６０万円

産業団地などの造成候補地の選定・条件整理に係る業務

⒉ 自治組織と協働による市民生活に密着した課題解決
　  につなげる施策 11億300万円

　令和５年３月定例会が、２月１５日から３月１７日までの３１日間の会期で開催され、施政方針、

教育方針が示されました。

　市提出案件は７９件で、専決処分報告１件、人事案件６件、条例の改正３１件、契約案件２件、

令和４年度補正予算・令和５年度予算３５件、その他４件が審議され原案のとおり可決されました。

また、請願１件は採択、継続審査中の陳情１件を含む陳情６件は、採択１件、趣旨採択２件、

不採択３件となり、委員会発案２件が可決されました。

　追加提出された議員発案４件は原案のとおり可決されました。

主な事業

地域公共交通計画策定業務　７００万円
「地域が自らデザインする地域の交通」を実現するため、

多様な輸送資源を活用し、まちづくりと連携した地域公共

交通ネットワークの形成を目指した計画を策定

主な事業
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１月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

50,007円
（6件）

15,500円
（3件）

17,500円
（3件）

20,000円
（1件）

36,500円
（1件）

10,000円
（1件）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
香川県東かがわ市議会行政視察来訪
会派代表者会議
当局との連絡会議

「市民と語る会」実行委員会

議会運営委員会
産業建設常任委員会協議会
会派代表者会議
本会議（開会）

「市民と語る会」全体会
正副委員長会議

本会議（会派代表質問）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）～１０日及び１３日

「市民と語る会」
議会運営委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）
会派代表者会議

「市民と語る会」実行委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１４ １５ １９１６ １８１７ ２０

２０ ２５ ２７

２９ ２９ ３０ ３

２４２３

４ １０９

１１ １２ １５１４ １６ １７

１８ １９ ２１ ２２ ２３ ２４

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

２０

日

２

７
常任
委員会

６５ ８

１３

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（閉会）

（１／１～３／３１）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

 https://cccc.backshelf.jp/

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は５／２６～6／１３ ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索
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 ６日
１３日
１８日
２７日

８日

９日
１５日

６日

７日
８日

９日
１２日
１３日
１７日

２３日
２８日

　５月１７日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３１ ６／  １
本会議
（一般質問）

２６
本会議
（開会）

３

月

定

例

会

８日
２２日
２８日

１０日
２６日

５日
１８日
２２日

二十歳を祝う会
ふるさと応援大使情報交換会（東京都）
タイ旅行業協会訪問団歓迎レセプション

スポーツ賞表彰式
歩こう会設立３０周年記念式典・祝賀会

由利本荘市民スキー大会
環鳥海山エリア観光フォーラムin由利本荘
由利本荘市沖洋上風力発電事業推進協議会設立総会



⒊ 未来を切り拓く子どもを地域社会全体で健やかに
 　 育てる施策 83億9千万円

⒌ 行財政改革の徹底と効率的な行財政運営

15億9千万円

⒍ アナログも大事にしつつＩＴ技術を最大限活用した
全世界への市の魅力発信 5億5千万円

⒋ 全ての世代が健康に生き生きと暮らすため必要な支援を
受けられる医療と介護の連携強化 39億2500万円

出産・子育て応援交付金給付事業　３８７０万円
全ての妊婦や子育て世帯が安心して出産し、子育てができる環境

整備などの課題解決のため、伴走型相談支援の充実とその実効

性を高める経済的支援を一体的に実施するための経費

主な事業

南部地域包括支援センター運営事業業務委託
１７００万円

由利・矢島・鳥海を所管する南部地域包括支援センターの業務を

由利本荘市社会福祉協議会に委託

主な事業

移動市役所事業　４７０万円
高齢者をはじめ移動手段の限られている市民が、市役所などに来

庁しなくても行政サービスを受けられるように、職員が市民の元

へ出向きサービスを提供する「移動市役所」を展開する

主な事業

秋田２５市町村対抗駅伝　　　　　　　　　
ふるさと秋田ラン！ 開催事業　３４０万円

秋田２５市町村対抗駅伝ふるさと秋田ラン！由利本荘大会の開催

主な事業
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　市議会では、新たな試みとして
「高校生とまちづくりについて語り合おう」
と企画し、昨年８月の開催を予定して、市内５校の高校生から
参加者を募りました。
　コロナ禍の影響を受け３月まで延期し、３月１２日（日）にカ
ダーレにて開催する事が出来ました。矢島高校の参加予定者が
３年生であったため参加が叶いませんでしたが、４校の生徒の
活発な意見を伺うことができ、議会として「まちづくり」を考え
る上で大切な機会となりました。

　高校生２８人と議員２１人が９グループに分かれ、

　　　 A 「由利本荘市を安全なまちに！！」

　　　 B 「由利本荘市を若者もお年寄りも楽しめるまちに！！」

　　　 C 「由利本荘市を活気のあるまちに！！」

　　　 D 「由利本荘市を住みやすいまちに！！」

　　　 E 「由利本荘市を活気あふれる元気なまちに！！」

　　　 F 「由利本荘市を若者が残りたいと思うまちに！！」

　　　 G 「由利本荘市を活気のあるまちに！！」

　　　 H 「由利本荘市をみんなが来たいと思うまちに！！」

　　　  Ｉ  「由利本荘市をきれいなまちに！！」

をテーマに２時間にわたり、若い世代の考えや意見など出し合い、グループでの話し合いの内容を発表す
る場も設け、情報共有も出来ました。

「市民と語る会」開催

　グループ内で、始めは口数の少なかった高
校生の皆さんも、時間がたつとともに積極的
に考えを発言し、市への関心が高いことに驚
きました。
　開催後のアンケートでは、大多数の生徒が
「良かった」「他の目線での意見を聞けて、自
分の視野を広げることができた」「さまざまな
意見が出て細かい部分まで話せたので、今後
の市の発展に活用されればいいなと思った」
など嬉しい声を寄せてくれました。市政への
関心の高さやまちづくりについて語る機会を
求める姿を感じ取ることが出来ました。　

（実行委員会　委員長　小松　浩一）

令和４年度  由利本荘市議会
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３月定例会

議案の中からピックアップ

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

佐藤義之
（高志会） むこう三軒両隣・

たすけあい事業を推進

問 　どのようなことに取り組むのか。

答 　町内を単位とする、わがまち防災会議の開

催や個別避難計画の策定により、自主防災組

織や町内会の防災活動を活発化し、市民の防

災意識の向上を図る。

　また、防災活動をきっかけとした地域の絆づ

くり、地域のコミュニティの活性化を目指す。

　市民の防災意識のさらなる醸成を図ります。総

消防団員の定数などにかかる
条例の見直し

問 　なぜ今、見直しを図るのか。

答 　人口減少や高齢化などに伴い消防団員も減

少している。また、団員のサラリーマン化率

も９６％と高い現状である。現状の人数に合わ

せて団員定数を見直すものである。

　消防団員の定数を１８０２人から１５２４人に

見直します。 総

出
欠
、
遅
刻
連
絡
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
教
室
に
い
て
も
端
末
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
加
え

て
プ
リ
ン
ト
の
電
子
化
で
紙
の
削
減
や

印
刷
業
務
の
負
担
軽
減
な
ど
の
計
画
は
。

保
護
者
が
電
話
連
絡
で
き
な
い

場
合
で
も
連
絡
が
可
能
と
な
り
、

保
護
者
・
学
校
双
方
に
お
い
て
、
利
便

性
を
高
め
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
学
校

や
保
護
者
の
意
見
や
考
え
を
聞
い
た
う

え
で
、
導
入
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
の
電
子
化
に
つ
い

て
は
、
計
画
ま
で
に
至
っ
て
な
い
が
、

段
階
を
踏
ん
で
移
行
し
て
い
く
べ
き
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
重
要
な
取
組
み
で
あ

る
と
考
え
る
。

問答 学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

新
年
度
よ
り
危
機
管
理
監
は
退

職
自
衛
官
よ
り
採
用
す
る
。
私

は
以
前
も
市
職
員
か
ら
採
用
す
べ
き
と

質
問
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
自
衛
隊

が
隊
員
募
集
の
た
め
の
広
報
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
自
衛
隊
員
を
採
用
し
た
場
合
、
国
か

ら
人
件
費
の
一
部
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
が
、
現
場
に
精
通
し
た
消
防
職
員
や

一
般
職
員
を
任
用
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
消
防
職
員
、
自
衛
官
、

一
般
職
員
を
任
用
し
て
き
た
が

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
基
に
災
害
時
、
平

常
時
に
幅
広
く
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
防

災
に
関
す
る
専
門
的
知
見
な
ど
を
想
定

し
、
国
・
県
と
の
連
携
強
化
が
重
要
と

考
え
自
衛
官
の
任
用
に
至
っ
た
。

問答 危
機
管
理
監
は
職
員
を

　
　
　
　
　
　
任
用
す
べ
き

近
年
身
寄
り
が
な
く
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
亡
く
な
る
人
の
葬

祭
費
を
行
政
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
昨
年
度
は
過
去
最
多
と
な
り
１０
年

間
で
１
万
件
増
加
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
で
頼
れ
る
親
族
が
い
な

い
人
が
増
え
て
お
り
、
親
族
以
外
で
も

死
後
の
事
務
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

自
治
体
な
ど
が
見
届
け
る
新
し
い
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
無
縁
遺
骨
は
何
柱
か
。
ま
た
葬
儀
、

納
骨
、
供
養
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。市

と
し
て
は
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
無
縁
仏
は
62
柱
あ
り
、
毎
年
、

本
荘
仏
教
会
と
石
龍
寺
の
協
力
を
も
ら

い
な
が
ら
供
養
、
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

問答 無
縁
遺
骨
の
現
状
と
対
策
は

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

個
人
の
豊
か
な
生
活
や
持
続
可

能
な
社
会
の
た
め
に
、
学
び
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス

キ
リ
ン
グ
の
抜
本
的
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

県
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

輸
送
機
械
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
や
企
業
な
ど
の
技
術
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
対
応
し
て
お
り
、
国
や
県
に
よ

る
調
査
研
究
や
普
及
啓
発
に
関
す
る
動

向
に
も
、
適
宜
情
報
提
供
を
行
い
、
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

問答 生
活
環
境
に
あ
わ
せ
た

　
　
社
会
人
の
学
び
直
し
は

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
地
域

の
学
校
運
営
協
議
会
・
地
域
運

営
協
議
会
な
ど
の
協
力
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
方
針
お
よ
び
学
校
・
地
域

で
の
対
応
は
。

問 不
登
校
・
い
じ
め
問
題
の

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
が
児
童
生
徒
に
関
わ
り
な

が
ら
不
登
校
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
早
期
発
見
や
未
然
防
止
に
努
め

て
い
る
。
令
和
５
年
度
に
設
置
を
目
指

す
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
学

校
現
場
や
家
庭
が
抱
え
る
多
様
な
課
題

に
対
応
す
る
相
談
機
関
と
し
て
の
機
能

を
強
化
し
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
社
会
全
体
で
児
童
生
徒
を
見
守
り
、

支
援
す
る
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

答

新ごみ処理施設整備事業請負
契約締結

問 　事業内容の詳細は。

答 　新ごみ処理施設の敷地造成工事及びアクセ

ス道路整備に伴う事業で、契約金額は６億６

千万円となる。

　村岡・木内・高橋秋和特定建設工事共同企

業体と契約が結ばれました。 教

岩城風力発電所解体工事

問 　撤去に至った経緯と跡地はどうなるか。

答 　２００２年１１月から稼働しており、経年劣

化も進み一定の役目を終えたので防雷塔と一

緒に解体する。

　風車跡地は夕陽景観広場（仮称）として新

規に整備する計画である。

　解体費用関連予算として約１億３２００万円を

計上し、道の駅にある風力発電所を撤去します。

産

解体される風力発電所

地域の安心消防団
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤正人
（公明党）

小川幾代
（立憲民主党）

昨
年
、
全
国
の
小
中
高
校
生
の

自
殺
者
数
が
過
去
最
多
と
な
っ

た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
面

で
相
談
す
る
の
は
勇
気
が
必
要
な
た
め
、

相
談
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
は

ど
う
か
。児

童
生
徒
が
、
悩
み
や
困
り
ご

と
の
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
全
員
に
配
布
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
体
制
を
整

え
、
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め

る
。 答 タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

　
　
　カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

問

市
職
員
の
人
材
確
保
と

　
　
　
　
　士
気
高
揚
策
は

防
げ
る
退
職
へ
の
取
り
組
み
は
。

早
期
退
職
者
へ
退
職
の
意
向
を

確
認
し
た
段
階
で
面
談
を
行
い
、

退
職
理
由
が
職
場
環
境
に
あ
る
場
合
、

可
能
な
範
囲
で
問
題
に
対
応
す
る
こ
と

に
よ
り
退
職
を
取
り
下
げ
ら
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

問答

研
修
な
ど
人
材
育
成
の
充
実
を
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
研
修
や

ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
制
度
は

問答
担い手確保・省力化支援事業

問 　どのような内容か。

答 　今後多くの小規模農家の離農により、それ

らの農地の担い手確保が重要な課題である。

　規模拡大に向けて担い手農家の省力化など

の機械導入に対し、次世代農業振興基金を活

用しながら支援する。

　基金を活用し農家を支援します。 産

教育支援センター条例

問 　設立のねらいは。

答 　特別な支援や経済的な支援を要する児童生

徒及び不登校傾向の児童生徒、一人一人に最

適な学びを実現するため、児童生徒及び保護

者、教職員、学校を包括的に支援していく。

　既存の教育研究所、理科教育センター、視聴

覚教育センターを統合し、新たに教育支援セン

ターを設立します。 教

由利本荘市入部400年記念事業

問 　入部４００年事業はどのような内容か。

答 　１６２３年に六郷・岩城・打越の３氏が本

市に入部して４００年の節目を記念し、１０月

２２日にカダーレで記念大会を開催するほか、

資料館などでの企画展や歴史講座、冠事業

の実施など、市民のふるさと愛と誇りが醸成

されるよう展開する。

　市では年間を通してのイベント・記念大会な

どを開催します。 産

資
源
の
循
環
を
図
り
、
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
型
経
済
）
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
全

国
平
均
の
20
％
、
秋
田
県
平
均

の
11
・
２
％
よ
り
低
い
９
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
備
え

た
新
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
に
併
せ
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
包
装
類
を
分
別

し
、
令
和
11
年
度
の
目
標
14
・
１
％
の

達
成
に
努
め
る
。

問答 資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
は

所
得
制
限
を
設
け
ず
、
自
己
負

担
が
な
い
よ
う
に
子
育
て
支
援

の
予
算
を
充
実
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

妊
産
婦
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
相
談

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
機
能
を
備
え
た
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
の
導
入
や
伴
走
型
相
談
支
援
に

お
い
て
、
産
前
産
後
に
面
談
を
実
施
し
、

不
安
軽
減
を
図
り
、
お
む
つ
な
ど
の
購

入
費
用
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
給
付
金
を

支
給
す
る
。

問答 子
育
て
支
援
は

リニアエコノミーからサーキュラーエコノミーへ
（出典：環境省資料より）

既
に
導
入
済
み
で
あ
り
、
今
後
、
研
修

内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
正
職
員

の
休
暇
の
違
い
は
。

年
次
休
暇
、
公
民
権
休
暇
や
証

人
等
休
暇
、
災
害
休
暇
、
産
前

産
後
休
暇
は
有
給
休
暇
と
し
て
正
職
員

と
同
等
、
昨
年
４
月
か
ら
は
、
つ
わ
り

休
暇
を
新
設
し
た
。
一
方
、
有
給
の
夏

季
休
暇
は
３
日
、
保
育
休
暇
や
家
族
看

護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休
暇
な
ど
は
無

給
で
あ
り
、
正
職
員
と
異
な
る
対
応
も

あ
る
。

問答

※継続審査中の令和4年陳情第10号：消費税インボイス制度の実施延期を国に求める意見書提出についての陳情

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

立
民
党

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

阿
部

　十
全

伊
藤

　順
男

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　聖
一

髙
橋

　和
子

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

○－○×○××××××××××××××××
継続審査中の

令和4年
陳情第10号

３１７

○：賛成　×：反対　欠：欠席

熱
意
と
意
欲
を
維
持
し
、
や
る

気
を
高
め
る
た
め
の
人
事
評
価

を
。

現
在
の
人
事
評
価
は
平
成
29
年

度
に
導
入
さ
れ
、
よ
う
や
く
組

織
内
に
定
着
し
て
き
た
。
評
価
結
果
を

手
当
や
昇
任
・
昇
格
へ
反
映
さ
せ
る
事

を
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ラ
ン
ク
付

け
を
行
わ
な
い
ノ
ー
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
は
慎
重
に

研
究
し
判
断
す
る
。

問答

会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
に

よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
の
上
限

撤
廃
を
。公募

に
よ
ら
な
い
再
度
の
任
用

は
２
回
ま
で
と
し
、
通
算
で
３

年
間
の
任
期
が
満
了
し
た
あ
と
は
改
め

て
応
募
し
て
も
ら
う
。
多
く
の
方
々
に

応
募
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
と
い
う
観

点
か
ら
上
限
を
設
け
て
い
る
。

問答

地方税共通納税
ＱＲコード納付の開始

問 　どのような税目が対象となるのか。

答 　軽自動車税、固定資産税・都市計画税、個

人住民税、国民健康保険税の４税が対象とな

る。「地方税お支払サイト」からの納付や、電

子アプリ決済からの納付、ＱＲコード対応金融

機関からの納付が可能となる。

　個人によるスマートフォンからの電子決済が可

能になり、利便性の向上を図ります。 総

マイナンバーカードで図書館利用

問 　どのような仕組みか。

答 　従来の「図書利用カード」と「マイナンバー

カード」が併用できる仕組みを構築する。中

央図書館、岩城図書館、由利図書館、大内

出羽伝承館に各1台ずつ専用端末などを置く。

　マイナンバーカードのみで本の貸出手続きが

でき、貸出履歴はマイナンバーカードには残ら

ない。

　図書館の利便性向上とマイナンバーカードの普

及を図ります。 教

マイナンバーカードでの図書貸出の流れ

①利用者がマイナンバー
　カードをカードリーダー
　にかざす。

②表示されたマイナンバーカード
　用貸出バーコードを、職員が
　バーコードリーダーで読み取る。
　続いて、通常の貸出作業を行う。

図書カウンター



■人権擁護委員（任期：３年）

　田　口　松　雄　氏（再任）大内地域大内三川
　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合
　五十嵐　恒　憲　氏（再任）東由利地域老方
　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域上笹子
　松　永　美貴子　氏（新任）西目地域出戸
　佐　藤　智　佳　氏（新任）鳥海地域上川内
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ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

阿部十全
（無所属）

大
規
模
改
修
の
概
要
と
、
そ
の

時
期
は
。

水
林
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
市
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
一
番
利
用
者

が
多
く
、
今
後
も
多
く
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

　
整
備
は
４
面
の
コ
ー
ト
と
し
、
利
用

者
の
利
便
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
進
め
、
利
用

者
の
要
望
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
調

整
式
の
ネ
ッ
ト
ポ
ス
ト
導
入
や
ベ
ン
チ

な
ど
の
付
帯
施
設
に
つ
い
て
も
併
せ
て

検
討
す
る
。

　
整
備
の
時
期
は
、
現
計
画
で
は
令
和

６
年
度
の
整
備
と
し
て
い
る
が
、
計
画

の
見
直
し
中
で
あ
り
、
全
体
事
業
の
調

整
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
人
工
芝

の
部
分
補
修
や
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
塗
装

な
ど
、
安
全
な
利
用
の
確
保
に
努
め
る
。

問答 水
林
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

　
　大
規
模
改
修
に
向
け
て

小
中
学
校
で
料
金
値
上
が
り
分

と
し
て
、
来
年
度
予
算
を
ど
の

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

「
由
利
本
荘
市
立
小
中
学
校
エ
ア

コ
ン
運
用
指
針
」
を
定
め
、
環

境
へ
の
意
識
を
高
め
健
康
に
配
慮
し
て
、

適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的

に
進
め
、
学
校
施
設
全
体
の
電
気
料
金

節
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
約
８
８
０

０
万
円
で
、
前
年
度
比
約
12
％
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

問答 電
気
料
金
高
騰
分
の

　
　
　
　
　
　
　見
込
み
は

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
取
組
は
。

市
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
ふ

る
さ
と
教
育
を
基
底
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
、
各
地

域
の
歴
史
や
伝
統
、
思
い
や
願
い
を
踏

問答 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　さ
ら
な
る
推
進
は

子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
台
配
布

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
、

学
校
生
活
や
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
担
当
教
員
や

校
長
、
設
立
を
計
画
し
て
い
る
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
直
接
届
け
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

児
童
生
徒
が
悩
み
や
困
り
ご
と

を
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
全
員
に
配
布
さ
れ
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
教
育
相
談

の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

学
校
生
活
・
い
じ
め
相
談
の

　
　
　
　仕
組
み
づ
く
り
を
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●委員会発案第１号

　免税軽油制度の継続を国に求める意見書の提出

　について

●委員会発案第２号

　消費者被害を防止・救済するため、特定商取引

　に関する法律の抜本的法改正を国に求める意見

　書の提出について

委 員 会 発 案 可決

●羽後本荘駅駐車場条例の制定について

●長寿祝金条例の一部を改正する条例案

●三望苑に関する条例を廃止する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◎鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線

　付替工事委託契約（第４期）の締結

　契約金額：２億８９５５万７４００円
　契約の相手方：国土交通省　東北地方整備局長

山本　巧

契約関係（主なもの） 可決

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
国土交通大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　消費者庁長官

採　　択

○請願第１号
　免税軽油制度の継続を国に求める意見書提出につ
　いての請願
東北索道協会　秋田地区部会　会長　草彅作博

紹介議員　三浦　晃
○陳情第３号
　消費者被害を防止・救済するため、特定商取引に
　関する法律の抜本的法改正を国に求める意見書提
　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　松本和人

趣旨採択

○陳情第４号
　最低賃金の改善を国に求める意見書提出について
　の陳情

秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一
○陳情第５号
　最低賃金の改善にあたり中小企業・零細企業支援
　の拡充を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

◆旧由利本荘市大内三川情報拠点施設敷地

　譲渡の相手方：大内三川町内会

財産の無償譲渡 可決

人　事　案　件 異議
なし

た ぐち まつ お

お の ちょう せい

い が らし のぶ かず

みや もと やす ひろ

まつ なが み き こ

さ とう とも よし

●議員発案第１号

　由利本荘市議会の個人情報の保護に関する条例

　の制定について

●議員発案第２号

　由利本荘市議会基本条例の一部改正について

●議員発案第３号

　由利本荘市議会議員政治倫理条例の一部改正に

　ついて

●議員発案第４号

　市長の専決処分事項の指定について

議　員　発　案 可決

修繕前の水林テニスコートの状況

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
の

相
談
先
は
。

市
で
は
、
相
談
者
に
対
し
て
直

接
話
を
伺
っ
て
お
り
、
定
期
的

に
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
や
関
係
機
関
も

交
え
て
協
議
を
重
ね
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
相
談

者
か
ら
丁
寧
に
話
を
伺
い
、
不
安
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
再
エ
ネ
事
業
者
に
対
し
て
地

域
住
民
へ
の
説
明
の
ほ
か
、
不
安
や
疑

問
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
速
や
か
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問答 風
力
発
電
事
業

ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し

て
い
る
。

　
ま
た
、「
地
域
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
、
各
地
域
の
小
中
学
校
が
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
市
の

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

不 採 択

○陳情第１号
　再生可能エネルギーを使った地方の人口減少に歯
　止めをかける仕組みづくりを国、県に求める意見
　書提出についての陳情

生き物共生農業を進める会　代表　今野茂樹
○陳情第６号
　秋田県由利本荘市沖（北側、南側）洋上風力発電の
　全ての事業に対して、由利本荘市に対応を求める陳情

石井拡子

請願・陳情結果
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10P 髙橋和子（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．峰越手代奥山林道の改良について

２．鳥海ダム周辺整備について

３．峰越手代奥山林道と鳥海ダム周辺整備の

つながりについて

４．入部４００年記念事業について

11P 阿部十全（無所属）
１．小中学校の在り方について

２．風力発電について

12P 佐藤正人（公明党）
１．資源循環型社会の実現について

２．子育て支援について

３．認知症条例の制定について

４．高齢者へのデジタル支援について

５．市民への情報発信について

６．タブレット端末を使ったカウンセリングに

ついて

12P 小川幾代（立憲民主党）
１．「自治組織と協働による市民生活に密着

した課題解決につなげる」について

２．国民健康保険について

３．市職員の人材確保と士気高揚策について

４．子を持つ未来を描けるための啓発活動に

ついて

５．由利本荘市教育支援センターの設置につ

いて

13P 佐藤義之（高志会）
１．インバウンド事業推進について

２．「フェーズフリー」備えない防災について

３．相続財産管理人制度と空き家対策について

４．公道周辺の危険樹木等の対策について 

５．生活環境にあわせた社会人の学び直しに

ついて

６．不登校・いじめ問題の今後の取り組みは 

７．学校のＩＣＴ化について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 泉谷赳馬（高志会）
１．水林テニスコートをはじめとするスポーツ

施設の整備方針について

２．マイナンバーカードの普及と利活用について

３．ＧＩＧＡスクール構想における子どもたち

の教育と学校生活について

13P 佐々木隆一（日本共産党）
１．新型コロナウイルス感染症から市民の生

命・暮らしを守るために

２．危機管理監は職員を任用すべき

３．無縁遺骨の現状と対策は

４．事業所の飲酒運転防止対策強化は

５．消費税インボイスについての本市の対応は

６．税務相談停止命令制度は自主申告への介

入ではないか

７．県社協のコロナ対策の貸付金は認識を共

有すべき

８．市長とのＯＰＥＮトークの参考意見などは

髙橋和子
（高志会）

ダ
ム
湖
南
側
の
市
道
倉
ノ
下
線

付
替
え
計
画
道
路
は
、
軟
弱
地

盤
の
た
め
土
砂
崩
れ
で
住
宅
が
流
さ
れ

た
箇
所
で
あ
り
、
災
害
復
旧
や
維
持
管

理
に
は
市
の
財
政
負
担
が
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
予
見
で
き
る
。
ま
た
計
画
の
倉

ノ
下
線
か
ら
は
法
面
が
急
で
直
接
山
の

管
理
に
入
れ
な
い
と
も
聞
い
て
い
る
が
、

鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
と
協
議

を
し
た
が
、
現
時
点
で
は
変
更

で
き
な
い
と
回
答
を
受
け
て
い
る
。

問

答

法
体
園
地
の
再
整
備
や
市
道
百

宅
線
の
拡
幅
と
市
道
鳥
海
線
の

改
良
工
事
を
進
め
て
い
る
。
林
道
へ
の

接
続
道
路
整
備
は
検
討
し
て
い
な
い
。

答

付
替
え
道
路
の
ル
ー
ト
変
更
を

峰
越
林
道
は
、
環
鳥
海
山
や
鳥

海
ダ
ム
観
光
、
庄
内
地
方
と
秋

田
内
陸
を
結
ぶ
防
災
道
路
な
ど
、
地
域

づ
く
り
に
極
め
て
必
要
で
重
要
な
道
路

で
あ
る
。
一
般
道
へ
格
上
げ
す
べ
き
で

あ
る
。

仮
に
峰
越
林
道
の
改
良
整
備
が

促
進
さ
れ
れ
ば
、
本
市
に
と
っ

て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

　利
用
者
の
声
を
聞
く
な
ど
、
道
路
管

理
も
含
め
、
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。 問答 峰

越
手
代
奥
山
林
道
を

　一
般
道
へ
格
上
げ
す
べ
き

総
合
的
な
周
辺
整
備
を

　
　
　
　
　
　検
討
す
べ
き

３月定例会では、

７人の議員が質問に立ちました。

機
能
補
償
と
な
る
の
か
。

　
安
全
で
機
能
補
償
で
き
る
ル
ー
ト
に

計
画
変
更
を
要
望
し
て
い
く
べ
き
。

鳥
海
ダ
ム
や
法
体
園
地
を
そ
れ

ぞ
れ
単
体
で
の
視
点
で
は
な

く
、
将
来
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
も
含

め
、
総
合
的
に
周
辺
整
備
を
検
討
す
べ

き
。 問

再整備される法体園地

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
人
口

目
標
は
、
令
和
６
年
に
７
万
２
千

人
以
上
と
あ
る
が
現
状
の
認
識
は
。

人
口
目
標
の
達
成
度
は

問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
生
減
、
歯
止
め

の
か
か
ら
な
い
社
会
減
な
ど
、
１

年
早
い
令
和
５
年
に
割
り
込
む
と
見
込

ま
れ
る
。
一
方
で
若
年
層
で
男
性
の
転

出
超
過
に
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
。

答

商
工
会
連
携
に
よ
る
交
流
人
口

拡
大
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
は
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
は

問

鳥
海
ダ
ム
建
設
工
事
で
は
「
鳥

海
ダ
ム
振
興
事
業
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
、
商
工
会
を
窓
口
に
受
注

体
制
を
構
築
。
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
地
元
企
業
の
参
入
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

答

利
用
者
目
線
の
D
X
推
進
計
画

で
あ
る
は
ず
。
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
の
解
消
策
は
。

D
X
推
進
計
画
か
ら

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
県
立
大
学
生

が
個
別
相
談
を
受
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
解
消
事
業
を
実
施
す
る
。

答
水
田
利
活
用
支
払
交
付
金
政
策

へ
の
県
の
対
応
と
市
の
考
え
は
。

農
業
現
場
の
声
を
大
切
に

問

県
の
田
畑
輪
換
・
畑
地
化
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
活
用
促
進
と
条
件
の

緩
和
、
確
定
し
た
条
件
の
詳
細
や
運
用

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
要
望
し
て
い
く
。

答

コ
ロ
ナ
や
厳
寒
期
で
観
光
客
の

冷
え
込
む
中
、
指
定
管
理
施
設

の
今
後
の
見
通
し
は
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
方
向
性

問

庁
舎
建
設
基
金
や
建
設
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
時

期
の
提
示
は
。

庁
舎
建
設
に
対
す
る
考
え
は

問

会長　長沼久利

移
住
・
定
住
の
家
族
を
尊
重
し

個
々
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
く
。

答

指
定
管
理
期
間
内
で
も
経
営
状

況
改
善
が
図
ら
れ
な
い
場
合
は
、

厳
し
い
選
択
肢
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

　
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
に
つ
い
て
は
旧
町

と
県
と
の
協
定
で
現
在
に
至
る
。
収
支

は
少
し
ず
つ
改
善
傾
向
で
あ
る
が
一
層

の
営
業
努
力
を
求
め
て
い
く
。

答

問

ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
の
受
け

入
れ
と
今
後
の
支
援
策
は
。
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　会

現
庁
舎
を
必
要
な
限
り
長
期
に

活
用
し
た
い
。
一
方
、
庁
舎
や

部
署
が
何
カ
所
も
分
散
し
て
い
る
不
便

さ
や
、
市
役
所
業
務
と
し
て
非
効
率
な

状
況
も
事
実
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早

期
の
建
設
も
考
慮
し
て
い
く
。

答

移
住
定
住
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　向
上
の
た
め
に

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

公
共
施
設
の
管
理
・
廃
止
な
ど
、

市
民
理
解
を
得
る
た
め
の
方
策

は
。

維
持
保
全
の
市
民
理
解
は

問

特
に
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
市

民
理
解
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
の
各
自
治
会
へ
説

明
す
る
な
ど
、
広
く
周
知
し
て
い
く
。

答

１
　
市
長
就
任
時
に
感
じ
た
諸
課
題
の
対
応

　
　
と
今
後
の
認
識
に
つ
い
て

２
　
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら

３
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
か
ら

４
　
今
後
の
財
政
状
況
か
ら

５
　
商
工
振
興
か
ら

６
　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

７
　
移
住
定
住
の
促
進
か
ら

８
　
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら

９
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
か
ら

10
　
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
地
域
社
会

　
　
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
施
策
か
ら

11
　
農
業
の
持
続
的
発
展
の
現
状
と
課
題
か

　
　
ら

12
　
観
光
振
興
か
ら

13
　
教
育
関
係
か
ら

質

　問

　項

　目

会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問
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計
画
さ
れ
て
い
る
商
業
施
設
を

若
者
が
集
い
、
市
民
が
憩
い
、
観

光
客
が
立
ち
寄
る
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　　　　　に「
ゆ
り
ほ
ん
マ
ル
シ
ェ
」を

問

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
、
引
き
続
き
推
進
す
る
。

答

危
機
に
ひ
ん
す
る
酪
農
家
へ
の
支
援
を

酪
農
危
機
は
承
知
し
て
お
り
、

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
対
策

を
検
討
し
農
家
が
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
。

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
提
供
に
は
受
入

体
制
・
供
給
体
制
と
も
に
課
題
が
あ
り
、

今
後
の
支
援
を
広
く
検
討
す
る
。

答

閉
園
し
た
保
育
園
の
解
体
費
用

を
巡
る
問
題
が
市
民
に
心
配
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
支
援
策
は
。

未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を

地
域
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
に
は

問

解
体
費
用
は
25
％
を
補
助
し
、

今
後
も
民
営
化
基
本
計
画
に
基

づ
き
財
政
支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

答
給
料
の
安
さ
か
ら
転
職
す
る
保

育
士
も
い
る
。
子
育
て
支
援
の
根

幹
を
担
う
保
育
士
へ
の
考
え
と
対
策
は
。

問

国
の
処
遇
改
善
加
算
や
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
処
遇
の
改
善
に

努
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
市
独
自
支
援

を
検
討
し
保
育
の
確
保
に
努
め
る
。

答

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
小
児
医
療
に

つ
い
て
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

問

子
ど
も
の
発
熱
時
の
受
診
制
限

は
や
む
を
得
な
い
。
急
病
時
に

夜
間
・
休
日
に
も
対
応
す
る
県
の
「
こ

ど
も
救
急
電
話
相
談
室
」
を
改
め
て
周

知
し
不
安
解
消
に
努
め
る
。

答
選
定
事
業
者
は
、
沿
岸
自
治
会

な
ど
に
限
定
し
事
業
説
明
を
行

っ
て
い
る
。
広
く
全
市
民
対
象
の
説
明
会

開
催
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
へ
の
懸
念

問

選
定
事
業
者
に
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
た
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

な
ど
を
引
き
続
き
要
請
す
る
。

答
変
電
所
が
浜
三
川
の
住
居
至
近

に
計
画
さ
れ
て
お
り
電
磁
波
過

敏
症
な
ど
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

再
検
討
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

問

電
磁
波
過
敏
症
と
電
磁
界
が
関

連
す
る
科
学
的
根
拠
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
不
安
解
消
の
た

め
丁
寧
な
説
明
を
事
業
者
に
求
め
て
い

く
。 答

会長　大友孝徳

市
民
の
窓
口 会

派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

１
　
地
元
産
業
振
興
に
よ
る
経
済
活
性
化
と

　
　
若
者
定
着
、
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

２
　
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
地
域
社
会

　
　
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
施
策
に
つ
い

　
　
て

３
　
全
て
の
世
代
が
健
康
に
生
き
生
き
と
暮

　
　
ら
す
た
め
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

　
　
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

４
　
由
利
本
荘
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
に

　
　
つ
い
て

５
　
行
政
改
革
の
徹
底
と
効
率
的
な
行
財
政

　
　
運
営
の
た
め
の
職
員
育
成
に
つ
い
て

６
　
ア
ナ
ロ
グ
も
大
事
に
し
つ
つ
Ｉ
Ｔ
技
術

　
　
を
最
大
限
活
用
し
た
全
世
界
へ
の
市
の

　
　
魅
力
発
信
に
つ
い
て

７
　
市
長
の
政
治
信
条
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

最
初
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
だ
っ
た
。
全
力

で
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
ん
な
中
で
公
約
に
揚
げ
た
施
策
は
、

ほ
と
ん
ど
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指
す
鳥
海

ダ
ム
や
、
本
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
な

ど
の
大
型
事
業
が
、
本
市
経
済
の
成
長

の
「
て
こ
」
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
希
望
あ
ふ
れ
る
優
し
い
由
利
本
荘
市

を
つ
く
る
た
め
市
長
が
先
頭
と
な
り
全

職
員
が
一
致
団
結
し
て
、
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

矢
島
花
立
地
域
で
進
め
ら
れ
て

い
る
矢
島
浄
水
場
が
令
和
６
年

３
月
に
工
事
完
成
予
定
だ
。
安
全
で
安

心
な
水
の
供
給
は
大
変
喜
ば
し
い
が
、

昨
今
の
物
価
の
値
上
が
り
が
気
に
な
る
。

　
工
事
費
な
ど
の
負
担
増
は
、
水
道
料

金
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
の
で
は
と
の
声

も
あ
る
。
整
備
後
、
水
道
料
金
は
ど
う

な
る
予
定
な
の
か
。

矢
島
浄
水
場
整
備
後
の

　
　
　
　
　
　
水
道
料
金
は

問

社
員
寮
は
大
和
リ
ー
ス
が
運
営

事
業
者
と
な
っ
て
、
今
年
９
月

末
ま
で
に
11
棟
３
５
１
人
分
が
完
成
の

予
定
で
あ
る
。

　
本
市
出
身
者
の
入
居
割
合
は
、
会
社

の
規
定
に
よ
り
移
住
地
か
ら
勤
務
地
ま

で
、
一
定
の
距
離
を
超
え
る
社
員
を
対

象
に
し
て
お
り
、
基
本
的
に
市
内
出
身

の
入
居
者
は
い
な
い
と
考
え
る
。

答

上
野
浄
水
場
や
花
立
浄
水
場
、

元
町
南
浄
水
場
の
３
つ
を
廃
止

し
、
新
し
い
浄
水
場
と
し
て
花
立
地
区

に
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
、
膜
ろ
過

設
備
と
活
性
炭
吸
着
設
備
に
よ
る
高
度

浄
水
処
理
で
、
安
全
安
心
な
水
の
供
給

が
可
能
で
あ
る
。

　
企
業
局
で
は
毎
年
、
決
算
・
予
算
を

含
め
た
５
年
間
の
財
政
収
支
の
見
通
し

を
立
て
て
運
営
し
て
お
り
、
整
備
に
よ

る
料
金
の
値
上
げ
は
必
要
が
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

答

会長　三浦晃

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
市
長
就
任
３
年
目
へ
の
抱
負
は

２
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
か
ら

３
　「
由
利
本
荘
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

　
　
つ
い
て 質

　
問
　
項
　
目

問

飼
料
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
暴
騰

に
対
し
買
い
上
げ
価
格
が
微
増

の
酪
農
家
は
存
亡
の
危
機
に
ひ
ん
し
て

い
る
。
広
大
な
土
地
を
肥
沃
に
美
し
く

維
持
し
て
く
れ
る
酪
農
家
は
本
市
に
不

可
欠
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
学
校
給
食

で
全
校
に
提
供
し
て
は
。 ひ   

よ
く

市
長
就
任
か
ら
早
く
も
２
年
が

た
と
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
や
幾
多
の
行
財
政
改
革
、

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
へ
の
着
手
、
統

合
小
学
校
の
建
設
へ
の
着
手
な
ど
、
こ

市
長
就
任
３
年
目
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
抱
負
は

問

れ
か
ら
の
由
利
本
荘
市
に
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
は
大

い
に
評
価
を
し
て
い
る
。

　
市
長
の
折
り
返
し
地
点
と
な
る
３
年

目
に
か
け
る
抱
負
を
伺
う
。

事
業
が
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
３
月
に
は
２
５
０
人
分
の

Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
員
寮
が
完
成
す
る
。
現
時
点

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は

問

で
、
市
内
の
入
居
予
定
者
は
い
る
の
か
。

完成したＴＤＫ社員寮
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計
画
さ
れ
て
い
る
商
業
施
設
を

若
者
が
集
い
、
市
民
が
憩
い
、
観

光
客
が
立
ち
寄
る
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　　　　　に「
ゆ
り
ほ
ん
マ
ル
シ
ェ
」を

問

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
つ

つ
、
引
き
続
き
推
進
す
る
。

答

危
機
に
ひ
ん
す
る
酪
農
家
へ
の
支
援
を

酪
農
危
機
は
承
知
し
て
お
り
、

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
対
策

を
検
討
し
農
家
が
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
。

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
の
提
供
に
は
受
入

体
制
・
供
給
体
制
と
も
に
課
題
が
あ
り
、

今
後
の
支
援
を
広
く
検
討
す
る
。

答

閉
園
し
た
保
育
園
の
解
体
費
用

を
巡
る
問
題
が
市
民
に
心
配
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
支
援
策
は
。

未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を

地
域
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
に
は

問

解
体
費
用
は
25
％
を
補
助
し
、

今
後
も
民
営
化
基
本
計
画
に
基

づ
き
財
政
支
援
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

答
給
料
の
安
さ
か
ら
転
職
す
る
保

育
士
も
い
る
。
子
育
て
支
援
の
根

幹
を
担
う
保
育
士
へ
の
考
え
と
対
策
は
。

問

国
の
処
遇
改
善
加
算
や
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
処
遇
の
改
善
に

努
め
て
い
る
が
、
さ
ら
に
市
独
自
支
援

を
検
討
し
保
育
の
確
保
に
努
め
る
。

答

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
小
児
医
療
に

つ
い
て
不
安
の
声
が
あ
る
が
。

問

子
ど
も
の
発
熱
時
の
受
診
制
限

は
や
む
を
得
な
い
。
急
病
時
に

夜
間
・
休
日
に
も
対
応
す
る
県
の
「
こ

ど
も
救
急
電
話
相
談
室
」
を
改
め
て
周

知
し
不
安
解
消
に
努
め
る
。

答
選
定
事
業
者
は
、
沿
岸
自
治
会

な
ど
に
限
定
し
事
業
説
明
を
行

っ
て
い
る
。
広
く
全
市
民
対
象
の
説
明
会

開
催
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
へ
の
懸
念

問

選
定
事
業
者
に
進
捗
状
況
を
踏

ま
え
た
地
域
住
民
へ
の
説
明
会

な
ど
を
引
き
続
き
要
請
す
る
。

答
変
電
所
が
浜
三
川
の
住
居
至
近

に
計
画
さ
れ
て
お
り
電
磁
波
過

敏
症
な
ど
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。

再
検
討
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

問

電
磁
波
過
敏
症
と
電
磁
界
が
関

連
す
る
科
学
的
根
拠
は
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
不
安
解
消
の
た

め
丁
寧
な
説
明
を
事
業
者
に
求
め
て
い

く
。 答

会長　大友孝徳

市
民
の
窓
口 会

派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

１
　
地
元
産
業
振
興
に
よ
る
経
済
活
性
化
と

　
　
若
者
定
着
、
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

２
　
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
地
域
社
会

　
　
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
施
策
に
つ
い

　
　
て

３
　
全
て
の
世
代
が
健
康
に
生
き
生
き
と
暮

　
　
ら
す
た
め
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る

　
　
医
療
と
介
護
の
連
携
強
化

４
　
由
利
本
荘
市
沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
に

　
　
つ
い
て

５
　
行
政
改
革
の
徹
底
と
効
率
的
な
行
財
政

　
　
運
営
の
た
め
の
職
員
育
成
に
つ
い
て

６
　
ア
ナ
ロ
グ
も
大
事
に
し
つ
つ
Ｉ
Ｔ
技
術

　
　
を
最
大
限
活
用
し
た
全
世
界
へ
の
市
の

　
　
魅
力
発
信
に
つ
い
て

７
　
市
長
の
政
治
信
条
に
つ
い
て

質
　
問
　
項
　
目

最
初
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
だ
っ
た
。
全
力

で
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
ん
な
中
で
公
約
に
揚
げ
た
施
策
は
、

ほ
と
ん
ど
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
令
和
10
年
度
の
完
成
を
目
指
す
鳥
海

ダ
ム
や
、
本
市
沖
の
洋
上
風
力
発
電
な

ど
の
大
型
事
業
が
、
本
市
経
済
の
成
長

の
「
て
こ
」
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
希
望
あ
ふ
れ
る
優
し
い
由
利
本
荘
市

を
つ
く
る
た
め
市
長
が
先
頭
と
な
り
全

職
員
が
一
致
団
結
し
て
、
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

答

矢
島
花
立
地
域
で
進
め
ら
れ
て

い
る
矢
島
浄
水
場
が
令
和
６
年

３
月
に
工
事
完
成
予
定
だ
。
安
全
で
安

心
な
水
の
供
給
は
大
変
喜
ば
し
い
が
、

昨
今
の
物
価
の
値
上
が
り
が
気
に
な
る
。

　
工
事
費
な
ど
の
負
担
増
は
、
水
道
料

金
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
の
で
は
と
の
声

も
あ
る
。
整
備
後
、
水
道
料
金
は
ど
う

な
る
予
定
な
の
か
。

矢
島
浄
水
場
整
備
後
の

　
　
　
　
　
　
水
道
料
金
は

問

社
員
寮
は
大
和
リ
ー
ス
が
運
営

事
業
者
と
な
っ
て
、
今
年
９
月

末
ま
で
に
11
棟
３
５
１
人
分
が
完
成
の

予
定
で
あ
る
。

　
本
市
出
身
者
の
入
居
割
合
は
、
会
社

の
規
定
に
よ
り
移
住
地
か
ら
勤
務
地
ま

で
、
一
定
の
距
離
を
超
え
る
社
員
を
対

象
に
し
て
お
り
、
基
本
的
に
市
内
出
身

の
入
居
者
は
い
な
い
と
考
え
る
。

答

上
野
浄
水
場
や
花
立
浄
水
場
、

元
町
南
浄
水
場
の
３
つ
を
廃
止

し
、
新
し
い
浄
水
場
と
し
て
花
立
地
区

に
建
設
を
進
め
て
い
る
。

　
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
、
膜
ろ
過

設
備
と
活
性
炭
吸
着
設
備
に
よ
る
高
度

浄
水
処
理
で
、
安
全
安
心
な
水
の
供
給

が
可
能
で
あ
る
。

　
企
業
局
で
は
毎
年
、
決
算
・
予
算
を

含
め
た
５
年
間
の
財
政
収
支
の
見
通
し

を
立
て
て
運
営
し
て
お
り
、
整
備
に
よ

る
料
金
の
値
上
げ
は
必
要
が
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

答

会長　三浦晃

サ
キ
ホ
コ
レ

１
　
市
長
就
任
３
年
目
へ
の
抱
負
は

２
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
か
ら

３
　「
由
利
本
荘
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に

　
　
つ
い
て 質

　
問
　
項
　
目

問

飼
料
な
ど
の
生
産
コ
ス
ト
暴
騰

に
対
し
買
い
上
げ
価
格
が
微
増

の
酪
農
家
は
存
亡
の
危
機
に
ひ
ん
し
て

い
る
。
広
大
な
土
地
を
肥
沃
に
美
し
く

維
持
し
て
く
れ
る
酪
農
家
は
本
市
に
不

可
欠
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
学
校
給
食

で
全
校
に
提
供
し
て
は
。 ひ   

よ
く

市
長
就
任
か
ら
早
く
も
２
年
が

た
と
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
や
幾
多
の
行
財
政
改
革
、

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
へ
の
着
手
、
統

合
小
学
校
の
建
設
へ
の
着
手
な
ど
、
こ

市
長
就
任
３
年
目
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
抱
負
は

問

れ
か
ら
の
由
利
本
荘
市
に
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
は
大

い
に
評
価
を
し
て
い
る
。

　
市
長
の
折
り
返
し
地
点
と
な
る
３
年

目
に
か
け
る
抱
負
を
伺
う
。

事
業
が
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
３
月
に
は
２
５
０
人
分
の

Ｔ
Ｄ
Ｋ
社
員
寮
が
完
成
す
る
。
現
時
点

一
番
堰
ま
ち
づ
く
り

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は

問

で
、
市
内
の
入
居
予
定
者
は
い
る
の
か
。

完成したＴＤＫ社員寮
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10P 髙橋和子（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．峰越手代奥山林道の改良について

２．鳥海ダム周辺整備について

３．峰越手代奥山林道と鳥海ダム周辺整備の

つながりについて

４．入部４００年記念事業について

11P 阿部十全（無所属）
１．小中学校の在り方について

２．風力発電について

12P 佐藤正人（公明党）
１．資源循環型社会の実現について

２．子育て支援について

３．認知症条例の制定について

４．高齢者へのデジタル支援について

５．市民への情報発信について

６．タブレット端末を使ったカウンセリングに

ついて

12P 小川幾代（立憲民主党）
１．「自治組織と協働による市民生活に密着

した課題解決につなげる」について

２．国民健康保険について

３．市職員の人材確保と士気高揚策について

４．子を持つ未来を描けるための啓発活動に

ついて

５．由利本荘市教育支援センターの設置につ

いて

13P 佐藤義之（高志会）
１．インバウンド事業推進について

２．「フェーズフリー」備えない防災について

３．相続財産管理人制度と空き家対策について

４．公道周辺の危険樹木等の対策について 

５．生活環境にあわせた社会人の学び直しに

ついて

６．不登校・いじめ問題の今後の取り組みは 

７．学校のＩＣＴ化について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

11P 泉谷赳馬（高志会）
１．水林テニスコートをはじめとするスポーツ

施設の整備方針について

２．マイナンバーカードの普及と利活用について

３．ＧＩＧＡスクール構想における子どもたち

の教育と学校生活について

13P 佐々木隆一（日本共産党）
１．新型コロナウイルス感染症から市民の生

命・暮らしを守るために

２．危機管理監は職員を任用すべき

３．無縁遺骨の現状と対策は

４．事業所の飲酒運転防止対策強化は

５．消費税インボイスについての本市の対応は

６．税務相談停止命令制度は自主申告への介

入ではないか

７．県社協のコロナ対策の貸付金は認識を共

有すべき

８．市長とのＯＰＥＮトークの参考意見などは

髙橋和子
（高志会）

ダ
ム
湖
南
側
の
市
道
倉
ノ
下
線

付
替
え
計
画
道
路
は
、
軟
弱
地

盤
の
た
め
土
砂
崩
れ
で
住
宅
が
流
さ
れ

た
箇
所
で
あ
り
、
災
害
復
旧
や
維
持
管

理
に
は
市
の
財
政
負
担
が
強
い
ら
れ
る

こ
と
が
予
見
で
き
る
。
ま
た
計
画
の
倉

ノ
下
線
か
ら
は
法
面
が
急
で
直
接
山
の

管
理
に
入
れ
な
い
と
も
聞
い
て
い
る
が
、

鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
と
協
議

を
し
た
が
、
現
時
点
で
は
変
更

で
き
な
い
と
回
答
を
受
け
て
い
る
。

問

答

法
体
園
地
の
再
整
備
や
市
道
百

宅
線
の
拡
幅
と
市
道
鳥
海
線
の

改
良
工
事
を
進
め
て
い
る
。
林
道
へ
の

接
続
道
路
整
備
は
検
討
し
て
い
な
い
。

答

付
替
え
道
路
の
ル
ー
ト
変
更
を

峰
越
林
道
は
、
環
鳥
海
山
や
鳥

海
ダ
ム
観
光
、
庄
内
地
方
と
秋

田
内
陸
を
結
ぶ
防
災
道
路
な
ど
、
地
域

づ
く
り
に
極
め
て
必
要
で
重
要
な
道
路

で
あ
る
。
一
般
道
へ
格
上
げ
す
べ
き
で

あ
る
。

仮
に
峰
越
林
道
の
改
良
整
備
が

促
進
さ
れ
れ
ば
、
本
市
に
と
っ

て
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
。

　利
用
者
の
声
を
聞
く
な
ど
、
道
路
管

理
も
含
め
、
議
論
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。 問答 峰

越
手
代
奥
山
林
道
を

　一
般
道
へ
格
上
げ
す
べ
き

総
合
的
な
周
辺
整
備
を

　
　
　
　
　
　検
討
す
べ
き

３月定例会では、

７人の議員が質問に立ちました。

機
能
補
償
と
な
る
の
か
。

　
安
全
で
機
能
補
償
で
き
る
ル
ー
ト
に

計
画
変
更
を
要
望
し
て
い
く
べ
き
。

鳥
海
ダ
ム
や
法
体
園
地
を
そ
れ

ぞ
れ
単
体
で
の
視
点
で
は
な

く
、
将
来
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
も
含

め
、
総
合
的
に
周
辺
整
備
を
検
討
す
べ

き
。 問

再整備される法体園地

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
人
口

目
標
は
、
令
和
６
年
に
７
万
２
千

人
以
上
と
あ
る
が
現
状
の
認
識
は
。

人
口
目
標
の
達
成
度
は

問

コ
ロ
ナ
禍
で
の
出
生
減
、
歯
止
め

の
か
か
ら
な
い
社
会
減
な
ど
、
１

年
早
い
令
和
５
年
に
割
り
込
む
と
見
込

ま
れ
る
。
一
方
で
若
年
層
で
男
性
の
転

出
超
過
に
歯
止
め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
。

答

商
工
会
連
携
に
よ
る
交
流
人
口

拡
大
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
は
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
可
能
性
は

問

鳥
海
ダ
ム
建
設
工
事
で
は
「
鳥

海
ダ
ム
振
興
事
業
協
同
組
合
」

が
設
立
さ
れ
、
商
工
会
を
窓
口
に
受
注

体
制
を
構
築
。
風
力
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
地
元
企
業
の
参
入
の
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
支
援
を
検
討
し
て
い
る
。

答

利
用
者
目
線
の
D
X
推
進
計
画

で
あ
る
は
ず
。
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
の
解
消
策
は
。

D
X
推
進
計
画
か
ら

問

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
県
立
大
学
生

が
個
別
相
談
を
受
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
解
消
事
業
を
実
施
す
る
。

答
水
田
利
活
用
支
払
交
付
金
政
策

へ
の
県
の
対
応
と
市
の
考
え
は
。

農
業
現
場
の
声
を
大
切
に

問

県
の
田
畑
輪
換
・
畑
地
化
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
活
用
促
進
と
条
件
の

緩
和
、
確
定
し
た
条
件
の
詳
細
や
運
用

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
捉
え
要
望
し
て
い
く
。

答

コ
ロ
ナ
や
厳
寒
期
で
観
光
客
の

冷
え
込
む
中
、
指
定
管
理
施
設

の
今
後
の
見
通
し
は
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
方
向
性

問

庁
舎
建
設
基
金
や
建
設
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
慮
し
て
時

期
の
提
示
は
。

庁
舎
建
設
に
対
す
る
考
え
は

問

会長　長沼久利

移
住
・
定
住
の
家
族
を
尊
重
し

個
々
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
く
。

答

指
定
管
理
期
間
内
で
も
経
営
状

況
改
善
が
図
ら
れ
な
い
場
合
は
、

厳
し
い
選
択
肢
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。

　
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
に
つ
い
て
は
旧
町

と
県
と
の
協
定
で
現
在
に
至
る
。
収
支

は
少
し
ず
つ
改
善
傾
向
で
あ
る
が
一
層

の
営
業
努
力
を
求
め
て
い
く
。

答

問

ゆ
り
ほ
ん
保
育
園
遊
学
の
受
け

入
れ
と
今
後
の
支
援
策
は
。

由利本荘市議会だより  第72号（3月定例会）7

高

　志

　会

現
庁
舎
を
必
要
な
限
り
長
期
に

活
用
し
た
い
。
一
方
、
庁
舎
や

部
署
が
何
カ
所
も
分
散
し
て
い
る
不
便

さ
や
、
市
役
所
業
務
と
し
て
非
効
率
な

状
況
も
事
実
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早

期
の
建
設
も
考
慮
し
て
い
く
。

答

移
住
定
住
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　向
上
の
た
め
に

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　市
長
に
問
う
！ 

〜

公
共
施
設
の
管
理
・
廃
止
な
ど
、

市
民
理
解
を
得
る
た
め
の
方
策

は
。

維
持
保
全
の
市
民
理
解
は

問

特
に
施
設
の
廃
止
に
関
す
る
市

民
理
解
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
の
各
自
治
会
へ
説

明
す
る
な
ど
、
広
く
周
知
し
て
い
く
。

答

１
　
市
長
就
任
時
に
感
じ
た
諸
課
題
の
対
応

　
　
と
今
後
の
認
識
に
つ
い
て

２
　
総
合
計
画
「
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
か
ら

３
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
か
ら

４
　
今
後
の
財
政
状
況
か
ら

５
　
商
工
振
興
か
ら

６
　
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

７
　
移
住
定
住
の
促
進
か
ら

８
　
住
民
自
治
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら

９
　
Ｄ
Ｘ
の
推
進
か
ら

10
　
未
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
地
域
社
会

　
　
全
体
で
健
や
か
に
育
て
る
施
策
か
ら

11
　
農
業
の
持
続
的
発
展
の
現
状
と
課
題
か

　
　
ら

12
　
観
光
振
興
か
ら

13
　
教
育
関
係
か
ら

質

　問

　項

　目

会
派
代
表
質
問

会
派
代
表
質
問



■人権擁護委員（任期：３年）

　田　口　松　雄　氏（再任）大内地域大内三川
　小　野　長　清　氏（再任）東由利地域舘合
　五十嵐　恒　憲　氏（再任）東由利地域老方
　宮　本　康　博　氏（再任）鳥海地域上笹子
　松　永　美貴子　氏（新任）西目地域出戸
　佐　藤　智　佳　氏（新任）鳥海地域上川内
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ここが聞きたい
一 般 質 問

泉谷赳馬
（高志会）

阿部十全
（無所属）

大
規
模
改
修
の
概
要
と
、
そ
の

時
期
は
。

水
林
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
市
内

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
一
番
利
用
者

が
多
く
、
今
後
も
多
く
の
利
用
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

　
整
備
は
４
面
の
コ
ー
ト
と
し
、
利
用

者
の
利
便
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
進
め
、
利
用

者
の
要
望
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
、
調

整
式
の
ネ
ッ
ト
ポ
ス
ト
導
入
や
ベ
ン
チ

な
ど
の
付
帯
施
設
に
つ
い
て
も
併
せ
て

検
討
す
る
。

　
整
備
の
時
期
は
、
現
計
画
で
は
令
和

６
年
度
の
整
備
と
し
て
い
る
が
、
計
画

の
見
直
し
中
で
あ
り
、
全
体
事
業
の
調

整
の
中
で
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
人
工
芝

の
部
分
補
修
や
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
塗
装

な
ど
、
安
全
な
利
用
の
確
保
に
努
め
る
。

問答 水
林
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

　
　大
規
模
改
修
に
向
け
て

小
中
学
校
で
料
金
値
上
が
り
分

と
し
て
、
来
年
度
予
算
を
ど
の

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

「
由
利
本
荘
市
立
小
中
学
校
エ
ア

コ
ン
運
用
指
針
」
を
定
め
、
環

境
へ
の
意
識
を
高
め
健
康
に
配
慮
し
て
、

適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
的

に
進
め
、
学
校
施
設
全
体
の
電
気
料
金

節
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
約
８
８
０

０
万
円
で
、
前
年
度
比
約
12
％
の
増
を

見
込
ん
で
い
る
。

問答 電
気
料
金
高
騰
分
の

　
　
　
　
　
　
　見
込
み
は

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
取
組
は
。

市
内
の
各
小
中
学
校
で
は
、
ふ

る
さ
と
教
育
を
基
底
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
、
各
地

域
の
歴
史
や
伝
統
、
思
い
や
願
い
を
踏

問答 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　さ
ら
な
る
推
進
は

子
ど
も
た
ち
に
１
人
１
台
配
布

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
、

学
校
生
活
や
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
な

ど
、
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
担
当
教
員
や

校
長
、
設
立
を
計
画
し
て
い
る
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
直
接
届
け
ら
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
当
局
の
見
解
は
。

児
童
生
徒
が
悩
み
や
困
り
ご
と

を
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
た
め
、
全
員
に
配
布
さ
れ
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
教
育
相
談

の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答 タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

学
校
生
活
・
い
じ
め
相
談
の

　
　
　
　仕
組
み
づ
く
り
を
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●委員会発案第１号

　免税軽油制度の継続を国に求める意見書の提出

　について

●委員会発案第２号

　消費者被害を防止・救済するため、特定商取引

　に関する法律の抜本的法改正を国に求める意見

　書の提出について

委 員 会 発 案 可決

●羽後本荘駅駐車場条例の制定について

●長寿祝金条例の一部を改正する条例案

●三望苑に関する条例を廃止する条例案

条例関係（主なもの） 可決

◎鳥海ダム建設事業に伴う市道百宅線

　付替工事委託契約（第４期）の締結

　契約金額：２億８９５５万７４００円
　契約の相手方：国土交通省　東北地方整備局長

山本　巧

契約関係（主なもの） 可決

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
国土交通大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長
内閣総理大臣　消費者庁長官

採　　択

○請願第１号
　免税軽油制度の継続を国に求める意見書提出につ
　いての請願
東北索道協会　秋田地区部会　会長　草彅作博

紹介議員　三浦　晃
○陳情第３号
　消費者被害を防止・救済するため、特定商取引に
　関する法律の抜本的法改正を国に求める意見書提
　出についての陳情

秋田弁護士会　会長　松本和人

趣旨採択

○陳情第４号
　最低賃金の改善を国に求める意見書提出について
　の陳情

秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一
○陳情第５号
　最低賃金の改善にあたり中小企業・零細企業支援
　の拡充を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県労働組合総連合　議長　越後屋建一

◆旧由利本荘市大内三川情報拠点施設敷地

　譲渡の相手方：大内三川町内会

財産の無償譲渡 可決

人　事　案　件 異議
なし

た ぐち まつ お

お の ちょう せい

い が らし のぶ かず

みや もと やす ひろ

まつ なが み き こ

さ とう とも よし

●議員発案第１号

　由利本荘市議会の個人情報の保護に関する条例

　の制定について

●議員発案第２号

　由利本荘市議会基本条例の一部改正について

●議員発案第３号

　由利本荘市議会議員政治倫理条例の一部改正に

　ついて

●議員発案第４号

　市長の専決処分事項の指定について

議　員　発　案 可決

修繕前の水林テニスコートの状況

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
の

相
談
先
は
。

市
で
は
、
相
談
者
に
対
し
て
直

接
話
を
伺
っ
て
お
り
、
定
期
的

に
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
や
関
係
機
関
も

交
え
て
協
議
を
重
ね
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
相
談

者
か
ら
丁
寧
に
話
を
伺
い
、
不
安
の
解

消
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
再
エ
ネ
事
業
者
に
対
し
て
地

域
住
民
へ
の
説
明
の
ほ
か
、
不
安
や
疑

問
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、
速
や
か
な
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問答 風
力
発
電
事
業

ま
え
た
特
色
あ
る
教
育
課
程
を
編
成
し

て
い
る
。

　
ま
た
、「
地
域
運
営
協
議
会
」
を
設

置
し
、
各
地
域
の
小
中
学
校
が
一
体
と

な
っ
た
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
市
の

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

不 採 択

○陳情第１号
　再生可能エネルギーを使った地方の人口減少に歯
　止めをかける仕組みづくりを国、県に求める意見
　書提出についての陳情

生き物共生農業を進める会　代表　今野茂樹
○陳情第６号
　秋田県由利本荘市沖（北側、南側）洋上風力発電の
　全ての事業に対して、由利本荘市に対応を求める陳情

石井拡子

請願・陳情結果
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤正人
（公明党）

小川幾代
（立憲民主党）

昨
年
、
全
国
の
小
中
高
校
生
の

自
殺
者
数
が
過
去
最
多
と
な
っ

た
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
面

で
相
談
す
る
の
は
勇
気
が
必
要
な
た
め
、

相
談
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
は

ど
う
か
。児

童
生
徒
が
、
悩
み
や
困
り
ご

と
の
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
全
員
に
配
布
し
て
い
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
体
制
を
整

え
、
支
援
体
制
の
一
層
の
充
実
に
努
め

る
。 答 タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

　
　
　カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

問

市
職
員
の
人
材
確
保
と

　
　
　
　
　士
気
高
揚
策
は

防
げ
る
退
職
へ
の
取
り
組
み
は
。

早
期
退
職
者
へ
退
職
の
意
向
を

確
認
し
た
段
階
で
面
談
を
行
い
、

退
職
理
由
が
職
場
環
境
に
あ
る
場
合
、

可
能
な
範
囲
で
問
題
に
対
応
す
る
こ
と

に
よ
り
退
職
を
取
り
下
げ
ら
れ
た
ケ
ー

ス
も
あ
る
。

問答

研
修
な
ど
人
材
育
成
の
充
実
を
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
研
修
や

ブ
ラ
ザ
ー
・
シ
ス
タ
ー
制
度
は

問答
担い手確保・省力化支援事業

問 　どのような内容か。

答 　今後多くの小規模農家の離農により、それ

らの農地の担い手確保が重要な課題である。

　規模拡大に向けて担い手農家の省力化など

の機械導入に対し、次世代農業振興基金を活

用しながら支援する。

　基金を活用し農家を支援します。 産

教育支援センター条例

問 　設立のねらいは。

答 　特別な支援や経済的な支援を要する児童生

徒及び不登校傾向の児童生徒、一人一人に最

適な学びを実現するため、児童生徒及び保護

者、教職員、学校を包括的に支援していく。

　既存の教育研究所、理科教育センター、視聴

覚教育センターを統合し、新たに教育支援セン

ターを設立します。 教

由利本荘市入部400年記念事業

問 　入部４００年事業はどのような内容か。

答 　１６２３年に六郷・岩城・打越の３氏が本

市に入部して４００年の節目を記念し、１０月

２２日にカダーレで記念大会を開催するほか、

資料館などでの企画展や歴史講座、冠事業

の実施など、市民のふるさと愛と誇りが醸成

されるよう展開する。

　市では年間を通してのイベント・記念大会な

どを開催します。 産

資
源
の
循
環
を
図
り
、
廃
棄
物

を
出
さ
な
い
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ

コ
ノ
ミ
ー
（
循
環
型
経
済
）
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

本
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
全

国
平
均
の
20
％
、
秋
田
県
平
均

の
11
・
２
％
よ
り
低
い
９
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
備
え

た
新
ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
に
併
せ
て
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
包
装
類
を
分
別

し
、
令
和
11
年
度
の
目
標
14
・
１
％
の

達
成
に
努
め
る
。

問答 資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
は

所
得
制
限
を
設
け
ず
、
自
己
負

担
が
な
い
よ
う
に
子
育
て
支
援

の
予
算
を
充
実
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

妊
産
婦
の
ニ
ー
ズ
に
沿
う
相
談

方
法
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
機
能
を
備
え
た
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
の
導
入
や
伴
走
型
相
談
支
援
に

お
い
て
、
産
前
産
後
に
面
談
を
実
施
し
、

不
安
軽
減
を
図
り
、
お
む
つ
な
ど
の
購

入
費
用
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
給
付
金
を

支
給
す
る
。

問答 子
育
て
支
援
は

リニアエコノミーからサーキュラーエコノミーへ
（出典：環境省資料より）

既
に
導
入
済
み
で
あ
り
、
今
後
、
研
修

内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
と
正
職
員

の
休
暇
の
違
い
は
。

年
次
休
暇
、
公
民
権
休
暇
や
証

人
等
休
暇
、
災
害
休
暇
、
産
前

産
後
休
暇
は
有
給
休
暇
と
し
て
正
職
員

と
同
等
、
昨
年
４
月
か
ら
は
、
つ
わ
り

休
暇
を
新
設
し
た
。
一
方
、
有
給
の
夏

季
休
暇
は
３
日
、
保
育
休
暇
や
家
族
看

護
休
暇
、
短
期
の
介
護
休
暇
な
ど
は
無

給
で
あ
り
、
正
職
員
と
異
な
る
対
応
も

あ
る
。

問答

※継続審査中の令和4年陳情第10号：消費税インボイス制度の実施延期を国に求める意見書提出についての陳情

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党　立民党：立憲民主党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

立
民
党

無
所
属

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

不採択

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

阿
部

　十
全

伊
藤

　順
男

小
川

　幾
代

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

渡
部

　聖
一

髙
橋

　和
子

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

○－○×○××××××××××××××××
継続審査中の

令和4年
陳情第10号

３１７

○：賛成　×：反対　欠：欠席

熱
意
と
意
欲
を
維
持
し
、
や
る

気
を
高
め
る
た
め
の
人
事
評
価

を
。

現
在
の
人
事
評
価
は
平
成
29
年

度
に
導
入
さ
れ
、
よ
う
や
く
組

織
内
に
定
着
し
て
き
た
。
評
価
結
果
を

手
当
や
昇
任
・
昇
格
へ
反
映
さ
せ
る
事

を
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ラ
ン
ク
付

け
を
行
わ
な
い
ノ
ー
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

手
法
が
ふ
さ
わ
し
い
か
否
か
は
慎
重
に

研
究
し
判
断
す
る
。

問答

会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
募
に

よ
ら
な
い
再
度
の
任
用
の
上
限

撤
廃
を
。公募

に
よ
ら
な
い
再
度
の
任
用

は
２
回
ま
で
と
し
、
通
算
で
３

年
間
の
任
期
が
満
了
し
た
あ
と
は
改
め

て
応
募
し
て
も
ら
う
。
多
く
の
方
々
に

応
募
の
機
会
を
与
え
る
べ
き
と
い
う
観

点
か
ら
上
限
を
設
け
て
い
る
。

問答

地方税共通納税
ＱＲコード納付の開始

問 　どのような税目が対象となるのか。

答 　軽自動車税、固定資産税・都市計画税、個

人住民税、国民健康保険税の４税が対象とな

る。「地方税お支払サイト」からの納付や、電

子アプリ決済からの納付、ＱＲコード対応金融

機関からの納付が可能となる。

　個人によるスマートフォンからの電子決済が可

能になり、利便性の向上を図ります。 総

マイナンバーカードで図書館利用

問 　どのような仕組みか。

答 　従来の「図書利用カード」と「マイナンバー

カード」が併用できる仕組みを構築する。中

央図書館、岩城図書館、由利図書館、大内

出羽伝承館に各1台ずつ専用端末などを置く。

　マイナンバーカードのみで本の貸出手続きが

でき、貸出履歴はマイナンバーカードには残ら

ない。

　図書館の利便性向上とマイナンバーカードの普

及を図ります。 教

マイナンバーカードでの図書貸出の流れ

①利用者がマイナンバー
　カードをカードリーダー
　にかざす。

②表示されたマイナンバーカード
　用貸出バーコードを、職員が
　バーコードリーダーで読み取る。
　続いて、通常の貸出作業を行う。

図書カウンター
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３月定例会

議案の中からピックアップ

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木隆一
（日本共産党）

佐藤義之
（高志会） むこう三軒両隣・

たすけあい事業を推進

問 　どのようなことに取り組むのか。

答 　町内を単位とする、わがまち防災会議の開

催や個別避難計画の策定により、自主防災組

織や町内会の防災活動を活発化し、市民の防

災意識の向上を図る。

　また、防災活動をきっかけとした地域の絆づ

くり、地域のコミュニティの活性化を目指す。

　市民の防災意識のさらなる醸成を図ります。総

消防団員の定数などにかかる
条例の見直し

問 　なぜ今、見直しを図るのか。

答 　人口減少や高齢化などに伴い消防団員も減

少している。また、団員のサラリーマン化率

も９６％と高い現状である。現状の人数に合わ

せて団員定数を見直すものである。

　消防団員の定数を１８０２人から１５２４人に

見直します。 総

出
欠
、
遅
刻
連
絡
の
デ
ジ
タ
ル

化
で
教
室
に
い
て
も
端
末
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
加
え

て
プ
リ
ン
ト
の
電
子
化
で
紙
の
削
減
や

印
刷
業
務
の
負
担
軽
減
な
ど
の
計
画
は
。

保
護
者
が
電
話
連
絡
で
き
な
い

場
合
で
も
連
絡
が
可
能
と
な
り
、

保
護
者
・
学
校
双
方
に
お
い
て
、
利
便

性
を
高
め
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
学
校

や
保
護
者
の
意
見
や
考
え
を
聞
い
た
う

え
で
、
導
入
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
ま
た
、
プ
リ
ン
ト
の
電
子
化
に
つ
い

て
は
、
計
画
ま
で
に
至
っ
て
な
い
が
、

段
階
を
踏
ん
で
移
行
し
て
い
く
べ
き
も

の
で
あ
り
、
今
後
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
重
要
な
取
組
み
で
あ

る
と
考
え
る
。

問答 学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

新
年
度
よ
り
危
機
管
理
監
は
退

職
自
衛
官
よ
り
採
用
す
る
。
私

は
以
前
も
市
職
員
か
ら
採
用
す
べ
き
と

質
問
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
自
衛
隊

が
隊
員
募
集
の
た
め
の
広
報
活
動
の
一

環
で
あ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
自
衛
隊
員
を
採
用
し
た
場
合
、
国
か

ら
人
件
費
の
一
部
が
交
付
税
措
置
さ
れ

る
が
、
現
場
に
精
通
し
た
消
防
職
員
や

一
般
職
員
を
任
用
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
消
防
職
員
、
自
衛
官
、

一
般
職
員
を
任
用
し
て
き
た
が

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
を
基
に
災
害
時
、
平

常
時
に
幅
広
く
力
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
防

災
に
関
す
る
専
門
的
知
見
な
ど
を
想
定

し
、
国
・
県
と
の
連
携
強
化
が
重
要
と

考
え
自
衛
官
の
任
用
に
至
っ
た
。

問答 危
機
管
理
監
は
職
員
を

　
　
　
　
　
　
任
用
す
べ
き

近
年
身
寄
り
が
な
く
、
経
済
的

に
困
窮
し
て
亡
く
な
る
人
の
葬

祭
費
を
行
政
が
負
担
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
、
昨
年
度
は
過
去
最
多
と
な
り
１０
年

間
で
１
万
件
増
加
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
で
頼
れ
る
親
族
が
い
な

い
人
が
増
え
て
お
り
、
親
族
以
外
で
も

死
後
の
事
務
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、

自
治
体
な
ど
が
見
届
け
る
新
し
い
仕
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
無
縁
遺
骨
は
何
柱
か
。
ま
た
葬
儀
、

納
骨
、
供
養
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。市

と
し
て
は
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。
無
縁
仏
は
62
柱
あ
り
、
毎
年
、

本
荘
仏
教
会
と
石
龍
寺
の
協
力
を
も
ら

い
な
が
ら
供
養
、
法
要
を
行
っ
て
い
る
。

問答 無
縁
遺
骨
の
現
状
と
対
策
は

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

個
人
の
豊
か
な
生
活
や
持
続
可

能
な
社
会
の
た
め
に
、
学
び
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
リ
ス

キ
リ
ン
グ
の
抜
本
的
拡
充
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
る
。

県
立
大
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

輸
送
機
械
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
、
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
や
企
業
な
ど
の
技
術
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
対
応
し
て
お
り
、
国
や
県
に
よ

る
調
査
研
究
や
普
及
啓
発
に
関
す
る
動

向
に
も
、
適
宜
情
報
提
供
を
行
い
、
取

り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

問答 生
活
環
境
に
あ
わ
せ
た

　
　
社
会
人
の
学
び
直
し
は

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
地
域

の
学
校
運
営
協
議
会
・
地
域
運

営
協
議
会
な
ど
の
協
力
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
方
針
お
よ
び
学
校
・
地
域

で
の
対
応
は
。

問 不
登
校
・
い
じ
め
問
題
の

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

地
域
が
児
童
生
徒
に
関
わ
り
な

が
ら
不
登
校
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
早
期
発
見
や
未
然
防
止
に
努
め

て
い
る
。
令
和
５
年
度
に
設
置
を
目
指

す
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
学

校
現
場
や
家
庭
が
抱
え
る
多
様
な
課
題

に
対
応
す
る
相
談
機
関
と
し
て
の
機
能

を
強
化
し
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
社
会
全
体
で
児
童
生
徒
を
見
守
り
、

支
援
す
る
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

答

新ごみ処理施設整備事業請負
契約締結

問 　事業内容の詳細は。

答 　新ごみ処理施設の敷地造成工事及びアクセ

ス道路整備に伴う事業で、契約金額は６億６

千万円となる。

　村岡・木内・高橋秋和特定建設工事共同企

業体と契約が結ばれました。 教

岩城風力発電所解体工事

問 　撤去に至った経緯と跡地はどうなるか。

答 　２００２年１１月から稼働しており、経年劣

化も進み一定の役目を終えたので防雷塔と一

緒に解体する。

　風車跡地は夕陽景観広場（仮称）として新

規に整備する計画である。

　解体費用関連予算として約１億３２００万円を

計上し、道の駅にある風力発電所を撤去します。

産

解体される風力発電所

地域の安心消防団



⒊ 未来を切り拓く子どもを地域社会全体で健やかに
 　 育てる施策 83億9千万円

⒌ 行財政改革の徹底と効率的な行財政運営

15億9千万円

⒍ アナログも大事にしつつＩＴ技術を最大限活用した
全世界への市の魅力発信 5億5千万円

⒋ 全ての世代が健康に生き生きと暮らすため必要な支援を
受けられる医療と介護の連携強化 39億2500万円

出産・子育て応援交付金給付事業　３８７０万円
全ての妊婦や子育て世帯が安心して出産し、子育てができる環境

整備などの課題解決のため、伴走型相談支援の充実とその実効

性を高める経済的支援を一体的に実施するための経費

主な事業

南部地域包括支援センター運営事業業務委託
１７００万円

由利・矢島・鳥海を所管する南部地域包括支援センターの業務を

由利本荘市社会福祉協議会に委託

主な事業

移動市役所事業　４７０万円
高齢者をはじめ移動手段の限られている市民が、市役所などに来

庁しなくても行政サービスを受けられるように、職員が市民の元

へ出向きサービスを提供する「移動市役所」を展開する

主な事業

秋田２５市町村対抗駅伝　　　　　　　　　
ふるさと秋田ラン！ 開催事業　３４０万円

秋田２５市町村対抗駅伝ふるさと秋田ラン！由利本荘大会の開催

主な事業
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　市議会では、新たな試みとして
「高校生とまちづくりについて語り合おう」
と企画し、昨年８月の開催を予定して、市内５校の高校生から
参加者を募りました。
　コロナ禍の影響を受け３月まで延期し、３月１２日（日）にカ
ダーレにて開催する事が出来ました。矢島高校の参加予定者が
３年生であったため参加が叶いませんでしたが、４校の生徒の
活発な意見を伺うことができ、議会として「まちづくり」を考え
る上で大切な機会となりました。

　高校生２８人と議員２１人が９グループに分かれ、

　　　 A 「由利本荘市を安全なまちに！！」

　　　 B 「由利本荘市を若者もお年寄りも楽しめるまちに！！」

　　　 C 「由利本荘市を活気のあるまちに！！」

　　　 D 「由利本荘市を住みやすいまちに！！」

　　　 E 「由利本荘市を活気あふれる元気なまちに！！」

　　　 F 「由利本荘市を若者が残りたいと思うまちに！！」

　　　 G 「由利本荘市を活気のあるまちに！！」

　　　 H 「由利本荘市をみんなが来たいと思うまちに！！」

　　　  Ｉ  「由利本荘市をきれいなまちに！！」

をテーマに２時間にわたり、若い世代の考えや意見など出し合い、グループでの話し合いの内容を発表す
る場も設け、情報共有も出来ました。

「市民と語る会」開催

　グループ内で、始めは口数の少なかった高
校生の皆さんも、時間がたつとともに積極的
に考えを発言し、市への関心が高いことに驚
きました。
　開催後のアンケートでは、大多数の生徒が
「良かった」「他の目線での意見を聞けて、自
分の視野を広げることができた」「さまざまな
意見が出て細かい部分まで話せたので、今後
の市の発展に活用されればいいなと思った」
など嬉しい声を寄せてくれました。市政への
関心の高さやまちづくりについて語る機会を
求める姿を感じ取ることが出来ました。　

（実行委員会　委員長　小松　浩一）

令和４年度  由利本荘市議会



令和4年度当初予算より3億5千万円（0.7％）増加
【特別会計当初予算 １０２億８８００万円　　　企業特別会計 １４６億１４００万円】

令和5年度 一般会計予算総額

3
月
定
例
会

未来のさらなる飛躍を実現する「６つの重点施策」

⒈ 地元産業振興による経済活性化と若者定着担い手育成

19億9100万円

産業団地等整備可能性調査　１３６０万円

産業団地などの造成候補地の選定・条件整理に係る業務

⒉ 自治組織と協働による市民生活に密着した課題解決
　  につなげる施策 11億300万円

　令和５年３月定例会が、２月１５日から３月１７日までの３１日間の会期で開催され、施政方針、

教育方針が示されました。

　市提出案件は７９件で、専決処分報告１件、人事案件６件、条例の改正３１件、契約案件２件、

令和４年度補正予算・令和５年度予算３５件、その他４件が審議され原案のとおり可決されました。

また、請願１件は採択、継続審査中の陳情１件を含む陳情６件は、採択１件、趣旨採択２件、

不採択３件となり、委員会発案２件が可決されました。

　追加提出された議員発案４件は原案のとおり可決されました。

主な事業

地域公共交通計画策定業務　７００万円
「地域が自らデザインする地域の交通」を実現するため、

多様な輸送資源を活用し、まちづくりと連携した地域公共

交通ネットワークの形成を目指した計画を策定

主な事業
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１月

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１月 ２月 ３月

50,007円
（6件）

15,500円
（3件）

17,500円
（3件）

20,000円
（1件）

36,500円
（1件）

10,000円
（1件）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
１月

２月

２月

３月

３月

議会報編集特別委員会
議会報編集特別委員会
香川県東かがわ市議会行政視察来訪
会派代表者会議
当局との連絡会議

「市民と語る会」実行委員会

議会運営委員会
産業建設常任委員会協議会
会派代表者会議
本会議（開会）

「市民と語る会」全体会
正副委員長会議

本会議（会派代表質問）
会派代表者会議
本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）～１０日及び１３日

「市民と語る会」
議会運営委員会
議会運営委員会
本会議（閉会）
会派代表者会議

「市民と語る会」実行委員会
議会報編集特別委員会
議会運営委員会

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

市議会カレンダー
● ６月定例会の予定 ●

５／１４ １５ １９１６ １８１７ ２０

２０ ２５ ２７

２９ ２９ ３０ ３

２４２３

４ １０９

１１ １２ １５１４ １６ １７

１８ １９ ２１ ２２ ２３ ２４

月 火 水 木 金 土

常任
委員会

常任
委員会

２０

日

２

７
常任
委員会

６５ ８

１３

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（閉会）

（１／１～３／３１）

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりを「SideBooks」のちいき

本棚でご覧いただけるようになりました。

 https://cccc.backshelf.jp/

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は５／２６～6／１３ ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索
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 ６日
１３日
１８日
２７日

８日

９日
１５日

６日

７日
８日

９日
１２日
１３日
１７日

２３日
２８日

　５月１７日（水）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

３１ ６／  １
本会議
（一般質問）

２６
本会議
（開会）

３

月

定

例

会

８日
２２日
２８日

１０日
２６日

５日
１８日
２２日

二十歳を祝う会
ふるさと応援大使情報交換会（東京都）
タイ旅行業協会訪問団歓迎レセプション

スポーツ賞表彰式
歩こう会設立３０周年記念式典・祝賀会

由利本荘市民スキー大会
環鳥海山エリア観光フォーラムin由利本荘
由利本荘市沖洋上風力発電事業推進協議会設立総会



由
利
本
荘
市
議
会
で
す

ま
ち
の

声
か
ら

由利本荘市議会だより
令和５年／２０２３年５月１日　第７２号

かたくりの花群生地観察会／大内三川地内

編
集
後
記

がこの地域で好きだと思うところは、地域の

人が優しく接してくれるところです。登下校中

にあいさつをすると必ず返してくれるだけでなく、

「風邪に気を付けて」などと、私たちを気遣ってく

れます。あいさつだけでなく、本荘東中学校の伝統

である田んぼアートの田んぼを貸してもらったり、

社会科見学で酒蔵や工場を見せてもらったり、文化

祭で地元の食材を使ったレシピを教えてもらったり

など、いつも私たちを支えてくれています。

　私は、これから上京するかもしれません。しかし、

たとえどこに行こうと、地域の優しさを忘れないつ

もりです。

くが住んでいる岩城亀田の、歴史にゆかりが

あるところが好きです。ぼくは小さいころか

ら歴史が大好きで、龍門寺や真田家ゆかりの妙慶

寺へ、毎日祖父母と散歩に行くのが楽しみでした。

亀田には神社やお寺がたくさんあり、亀田城や天鷺

城などお城もあります。亀田の町を歩くと歴史を感

じることができます。

　今年は六郷氏・岩城氏・打越氏由利本荘市入部

四百年を迎えます。岩城氏にゆかりのある亀田では、

四年ぶりに旧藩祭が開催されるそうです。ぼくは旧

藩祭が好きで、保育園の時から毎年参加していたた

め、久しぶりに開催されることにとてもわくわくし

ています。今年は踊りではなく篠笛に挑戦したいで

す。みなさんぜひ遊びに来てください。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.３０

私 ぼ

ぼくが好きな亀田の町伝えていく優しさの輪

岩城小学校 ６年

さん須藤 晃佑

本荘東中学校 ３年

（町内名　天鷺団地）（町内名　薬師堂）

さ たく まとう す とう こう すけ

さん佐藤 卓磨

　私
は
前
年
度
初
め
て
中
学
校
の
校
外
指
導

員
に
な
り
、
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た

が
、
な
っ
た
か
ら
に
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、

地
域
の
た
め
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　校
外
指
導
員
の
主
な
仕
事
は
夏
休
み
の
巡

回
と
交
通
安
全
週
間
の
見
守
り
で
す
。
交
通

安
全
週
間
の
見
守
り
で
は
担
当
の
先
生
と
一

緒
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
校
し
て
い
る

か
を
確
認
し
な
が
ら
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
私

が
思
っ
て
い
た
以
上
に
元
気
な
挨
拶
を
し
て

く
れ
て
驚
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
に
も
「
ご

苦
労
さ
ん
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
心
が

温
か
く
な
り
ま
し
た
。

　私
の
知
ら
な
い
西
目
の
良
さ
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
地
に
居
を
構
え
周

り
の
皆
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
良
か
っ

た
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

校
外
指
導
員
を
通
じ
て

か

ゆ

く
ま

が
い

さ
ん

西
目
地
域 

  

　

   

　　　　　
（
町
内
名

　潟
端
）

熊
谷

　友
佳

主催：大内歩こう会

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
４
年

目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。
最
初
の

年
は
イ
ベ
ン
ト
中
止
、
学
級
閉
鎖

な
ど
、
社
会
に
閉
塞
感
が
い
っ
ぱ

い
で
社
会
全
体
に
沈
滞
ム
ー
ド
が

広
が
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
す
ら
手
に
入
ら
な
い
と

の
こ
と
で
政
府
は
自
ら
全
国
民
に

マ
ス
ク
を
配
る
な
ど
の
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
春
か
ら
は
コ
ロ

ナ
も
減
衰
基
調
と
な
り
皆
さ
ん
の

素
敵
な
笑
顔
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
３
月
議
会
の
本
会
議
で
は
マ
ス

ク
な
し
で
会
派
代
表
質
問
、
一
般

質
問
と

１０
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

（
佐
々
木
隆
一
）
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新年度予算と主な事業　　　　▶Ｐ２
議案の中からピックアップ　　▶Ｐ４
市長に問う！会派代表質問　　▶Ｐ７
ここが聞きたい　一般質問　　▶Ｐ１０
市民と語る会　　　　　　　　▶Ｐ１４
お知らせします　議会の動き　▶Ｐ１５
愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　▶Ｐ１６

３月定例会
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